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田原物流センターにおける
物流改善プロジェクト

２００６年１２月１９日

グリーン物流経済産業大臣表彰 受賞事業



１．背 景

（１）国の政策『環境問題』に端を発し、経済産業省や、国土交通省

から自動車業界への輸送に関する改善要求が出されている。

(物流改善による CO2CO2削減削減)

（２）納入先の生産体制の強化・効率化のためにも、ジャストイン

タイムな自動車部品の納入が求められている。このため、納入

先へ１ｋｍ以内という至近距離に、効率的な物流管理の行える

情報処理システムを備えた 新物流拠点を整備し、近距離配送

の実現及び積載率の向上が急務となっていた。
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２．従来の物流センターでの問題点
１．ワイヤーハーネス、メーター等の「矢崎グループ」の自動車

部品だけを直接納入している。

２．「納入品質の高度化（多回納入、順引き納入、流通加工等）」

への対応が弱く、物流デポから納入するリードタイムが長く、

特に順引き納入が出来ない。

３．従来の物流センターが２階建てで３棟に分かれているため、

入出庫、格納等での生産性が低い。

４．情報システムは「本社集中型」のため、トラブル時の対応が

遅く、物流効率化に限界がある。

５．ＣＯ２ 排出量削減対応が弱い。
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３．田原物流センター構築の狙い

（１）納入先の至近距離に環境調和型の物流拠点を構築し、矢崎

グループの部品以外に、他社サプライヤーの部品もここに

集約し「中継地混載」を行い、納入先へ共同配送を行う。

（２）順引き納入に関しては、「超多回納入」と「ハイブリッド車」に

よる納入を行う。

（３）ワンフロアーと自動仕分けコンベアーラインの導入により、入

出庫・格納動線の整流化を行い、生産性の向上をはかる。

（４）自己完結型システム構成（倉庫管理・共同配送管理等）及び

ＩＣタグとデジタルピッキングシステムの導入により、効率化と

品質確保をはかる。

（５）ＣＯ２排出量の削減に積極的に対応する。（モーダルシフト化、

ハイブリッド車の導入、エコドライブの徹底）
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⑦環境負荷低減を追及した
こだわりの物流センター実現

省エネルギーに対応した
物流センターの構築

ＩＴを活用した
ＳＣＭ／ＤＣＭの構築

環境調和型ロジスティックス
の促進

田原物流センター
物流改善の概要

④共同輸配送による排出 ＣＯ2
の削減

⑤デジタルタコグラフの活用に
よるエコドライブの徹底

①走行距離を減らし排出 ＣＯ2
の削減 ②モーダルシフトによる排出

③静岡地区の輸送を見直し、
便数削減による排出ＣＯ2の削減

⑧新田原情報システムの開発、
導入（ＩＣタグの活用含む）

サプライチェーンマネージメント
デマンドチェーンマネージメント

⑥ハイブリッド車導入による
排出ＣＯ2の削減

ＣＯ2の削減

５．環境への取組み

6



６．納入先との位置関係

翔運輸株式会社
田原物流センター

納入先

北門まで９００ｍ
各組立まで約５分

第１組
第二組

第３組
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２００５年５月納入業務開始
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緑地

環境対策 危機管理対策

順引き納入はハイブリッド車を使用

７．田原物流センター 建物の特徴

アイドリング
ストップ

リサイクル材
の使用

共同輸送による
ＣＯ2削減

雨水の有効利用
緑地への散水

塩害・風害
対策

グリーンベル
トの設置

田原物流センター外観

車輌待機スペー

増築スペースの確

・敷地面積 約１５,０００坪 ・建物面積 約 ４,７００坪

耐震構造の建物
地震に強い倉庫

情報の
バックアップ

衛星電話による
緊急時の対応

雨水貯水タンク設

緑化パーキング

車輌待機スペー

トップライトハッチ ノンフロン空調



８．車両待機スペース
納入便車両待機スペース搬入便車両待機スペース

乗務員休息室
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トラックポート案内板

１０台駐車可 １０台駐車可

オレンジ

作業中

グリーン

空き



９．トップライトハッチ
トップライトハッチ トップライトハッチ拡大

明るい搬入場所

トップライトハッチにより、照明をつけなく

ても明るい倉庫内・トラックヤード
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約３,８００坪に

９０個設置



１０．雨水の利用

車両待機スペース－１

雨水を地下タンクに
貯めて 洗車・散水に
利用しています。

洗車への使用

広大な緑地帯への散水

物流センターの屋根
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貯水容量４０ｔ



１１．緑化パーキング

廃ガラスの再利用

緑化パーキング

緑地面積 約２５％（３,８００坪）
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１２．塩害・風害・環境対策

浜風による風力発電が盛ん
（１３基）

塩害・風害対策田原市の特色

強風が吹く側に開口部なし

ノ ン フロン空調

アロエース（天然ガス使用）

環境に優しい物流センター構
築のため、ノンフロン空調を導
入しＣＯ2排出削減に努めてい
ます
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環境に優しい物流センターを構
築するため、ノンフロン空調を導
入しています。
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第２次建設予定

ＷＨ順引き
400坪

ＷＨかんばん
2,000坪

共同配送
600坪

１３．物流センターレイアウト

Ｎ



①倉庫３箇所・受入１箇所を１箇所に集約する。
②受入検収後から格納まで自動搬送する。

出荷場

出荷場

出荷場

出荷場

１F

２F １F ２F

Ｃ棟

Ａ棟

受入場

電算室

チ
ェ
ッ

ク
室

１F

２F

Ｂ棟

移転前

電算室
チェック室

入出庫・保管動線の整流化

１４．生産性向上
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移転後



情報システムのポイント情報システムのポイント

１）納入先への出荷異品防止
２）納入Ｌ／Ｔが短い順引き納入への対応
３）自己完結型システム構築

（ホストコンピュータ・回線障害時でも

業務に支障が出ない体制）

納入業務納入業務

１）共同配送納入業務（かんばん納入）

２）順引き納入業務

１５．田原物流センターでの業務とシステム
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部品メーカー

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社 翔運輸㈱
田原物流センター

納入先共同便
（中継地混載）

A

C
C

B
A

B
A

（納入便）

積載率向上による
納入車輌の減

１６．共同配送について
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A A
A A A

B B B
B B B

C C C
C C C
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１７．共同配送の流れ

田 原 物 流 セ ン ター
在庫保管型
サプライヤー

中継物流型
サプライヤー

納入便

オーダー

幹線便 オーダー

幹線便

在庫置き場

出荷品置き場

納

入

先

現在の利用先会社数 ２２社



Ａ社搬入便の荷姿Ａ社搬入便の荷姿

共同混載納入便の荷姿共同混載納入便の荷姿

共同混載により、納入時の荷量の
バラツキがなくなり積載効率が向上
しました。
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１８．搬入便・納入便の荷姿

Ｂ社搬入便の荷姿Ｂ社搬入便の荷姿

＋ ＝



順引き品受入

テレメール

ｴﾝｼﾞﾝW/H ﾌﾛｱW/H ｲﾝﾊﾟﾈW/H

受信～ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ～ﾊﾟﾚﾀｲｽﾞ 積込み～出発

翔運輸㈱田原物流センター翔運輸㈱田原物流センター

ライン投入

エ
ン
ジ
ン
Ｗ
／
Ｈ

フ
ロ
ア

Ｗ
／
Ｈ

イ
ン
パ
ネ
Ｗ
／
Ｈ

順引き品投入

納入先

順引き納入便

順引き確定情報

順引き品投入 順引き品投入

１９．順引き作業について
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ライン投入 ライン投入



２０．順引き車両とＣＯ2削減実績
順引き専用ハイブリッド車

　　　　　　２００６年１１月実績 （単位：ｔ）
項目

部門 従来排出量 削減量 削減率 削減量 削減率

輸配送 12,984 2,703 21% 3,221 25%
物流センター省エネ 88 18 20% 15 17%
合計 13,072 2,721 21% 3,236 25%

計画 実績
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ＣＯ2排出量 削減実績



・人材育成の研修の場(社内・協力会社)

・納入先の最前線物流デポでのＪＩＴ講義と
体験実習により納入先のＤＮＡを吸収する。

・最新物流の体験実習（共同配送・順引き等）

２１．ＮＹＳ田原道場
（New Ｙａｚａｋｉ Ｓｙｓｔｅｍ）
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２００５年 ７月 第１回 田原道場研修開催 １０日間の研修実施

２００６年１０月 第８回 田原道場研修開催

現在までの研修終了者 合計４８名

研修実績



２２．御礼

この度は 田原物流センター（環境調和型）が、栄えある大臣表彰
を頂き誠にありがとうございます。

ご支援いただきましたグリーン物流パートナーシップ会議・国・関係
団体様に改めて御礼申し上げますと共に今後、課せられた責務の
重要性を再認識しております。

現在、田原物流センターはフル稼動の状態であり、更に二次計画
を強力に推進し、更なる物流効率化とＣＯ2排出量削減に積極的に
取り組み、社会への貢献を果たしてまいります。

今後とも、関係各位様のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。

矢崎総業株式会社

翔運輸 株 式 会 社
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